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「文章表現演習」における日本人学生の変容 
－グループでの話し合いを通して－ 
 
佐藤尚子・木原郁子 
 
要旨 
2008 年度前期に開講された「文章表現演習」(コミュニケーション・リテラシー科目の
パイロット授業)では、グループでの話し合い活動を積極的に行った。本稿では学生が記入
した授業評価アンケートからグループでの話し合い活動に関係するコメントを抽出して、
分析を行った。その結果から、グループでの話し合い活動が学生の気づきを促し、第一言
語の運用能力を高めていることを指摘し、協同的な活動の有効性について述べた。 
 
１．はじめに 
  千葉大学では、2007年度にコミュニケーション・リテラシー科目のパイロット授業とし
て 3つの授業が開講された。「文章表現演習」は開講された 3つの授業のうちの 1つであ
り、佐藤が担当した。2008年度も引き続き「文章表現演習」を佐藤が担当した。この授業
は前期に開講され、受講学生は学部 1年生（新入生）で、日本母語話者に限った。なお、
この科目は普遍教育の教養展開科目に位置づけられて、選択科目である。 
 2008 年度の「文章表現演習」は基本的には 2007 年度の授業を改善したものであるが、
2008年度は 2007年度の授業で十分行えなかったグループでの話し合いを積極的に行った。 
本稿では、グループでの話し合いを行った授業の終わりに学生が記入した授業評価アン
ケートから、グループでの話し合いに関係するコメントを抽出し、分析を行った。その分
析を通して、日本人学生がグループでの話し合いを通してどのように変容したかを見、話
し合いを重視した協同的な学習の有効性について述べる。なお、分析は佐藤と木原の 2名
で行った。 
 
２．「文章表現演習」における話し合いの目的 
 よりよい文章を書くための授業というと、学生が一人で資料を集め、アウトラインを書
き、レポートを完成し、それを教員が直して、フィードバックするという流れを考えがち
である。そこには学生と教員の 1対 1の関係しかないが、学生が協同的な学習を通して相
互に刺激を与えあうことでよりよい文章の作成につながると考える。 
本授業では、協同的な学習を実現するために、教科書として『ピアで学ぶ大学生の日本
語表現－プロセス重視のレポート作成－』（大島弥生他著  ひつじ書房 2005）（以下、
教科書とする）を使用した。 
「ピア(peer)」というのは「仲間」の意味で、大島他（2005）は、「仲間同士が、話し
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合いを通じて、協力的に学習を行う方法」を「ピア活動」と呼んでいる。この「ピア活動」
という呼称は第二言語としての日本語教育で多く用いられている。「文章表現演習」の授
業が第一言語使用者を対象としており、本授業でのグループでの話し合い活動は言語習得
を目的とするものでなく、すでに持っている言語能力を高めるための気づきを促すことを
目的としている。このため、本稿では、「ピア活動」とは称さず、「グループでの話し合
い」と呼ぶ。 
 
３．「文章表現演習」の概要 
 
表 1 「文章表現演習」（2008年度前期）の概要 
目 的：レポート等の作成に必要な日本語の文章表現と論証型レポートの書き方を 
基礎から学ぶ。また、レポート作成を通して論理的な思考力を高める。 
教科書：『ピアで学ぶ大学生の日本語表現－プロセス重視のレポート作成－』 
（大島弥生他著  ひつじ書房 2005） 
 
第 1回       ガイダンス、プリテスト、初回アンケート 
第 2回        日本語の文体、話し言葉と書き言葉、言葉当てクイズ 
第 3回        紙飛行機の折り方を文と図表を使って説明する 
第 4回        レポート・論文とは何か、教科書第 2課課題 2「根拠の大切さを 
知る」：グループでの話し合い 
第 5回        思考・構想をマップする 
第 6回        情報の検索、各自のテーマに関して問いと答えを切り出す 
第 7回        レポートの構成を知る、引用の仕方、参考文献の書き方 
第 8回        レポートの筋道を考える 
第 9回        パラグラフの構造、アウトラインの書き方① 
        教科書第 5課課題 3「レポートの筋道を考える」：グループでの 
話し合い 
第 10回       教科書第 6課課題 1「お互いのアウトラインを検討する」：グル 
ープで話し合い、アウトラインの書き方② 
第 11回       キーワードの洗い出し、パラグラフの種類 
第 12回       図表の活用と書き方、点検の仕方① 
第 13回       点検の仕方②、口頭発表 
第 14回       グループごとに、ピアが書いてきたレポートを読み、評価シートに
コメントを書く 
第 15回      最終レポートの提出、ポストテスト、最終アンケート 
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3.1  授業の概要 
 2008年度前期に行った「文章表現演習」（15回）の概要を表１（前ページ）に示す。 
すべての授業の終わりに授業アンケートを実施した。授業アンケートには「今日の授業
で気づいたことを 3つ書いてください」という項目があり、毎回、学生はそれぞれ 3つの
気づきを書くことになっている。 
 
3.2 受講学生の内訳 
  受講学生は全員学部 1年生で、日本語母語話者である。第 1回目の授業の冒頭にこの授
業に関するガイダンスを実施した。それに約 110名の学生が参加し、授業内容を知った上
で約 80名が受講を希望した。その約 80名に対して、プリテストを実施した。受講希望者
の中から学部、学科、性別にできるだけ偏りがないように 30名選んだ。学生の専門や興味
に偏りがないようにするためである。内訳を表 2に示す。 
 
表 2 受講学生の所属と性別 
 男 女 計 
文学部 
教育学部 
法経学部 
医学部 
工学部 
園芸学部 
３ 
１ 
４ 
１ 
７ 
１ 
２ 
３ 
２ 
０ 
３ 
３ 
５ 
４ 
６ 
１ 
10 
４ 
  計 17 13 30 
         
 
 
3.3  グループでの話し合いの詳細 
 第 4回、第 9回、第 10回の授業でグループでの話し合いを行った。話し合いは、各回、
約 20分である。本稿では第 4回、第 9回、第 10回の授業アンケートで気づきとしてあげ
られたコメントの中でグループでの話し合いに関係するものを分析対象とする。 
 
3.3.1 第 4回の授業での話し合い 
 教科書第 2 課課題 2「根拠の大切さを知る」(p.19)を行った。まず、教科書に載せられ
ている文章を読み、筆者の主張やその根拠等について、指示通りに各自が考えた。そのあ
とで、4 人ずつのグループで話し合いを行い、教科書に載せられている文章をより論理的
な文章にするための改善点などについて話し合った。これを「話し合い①」と呼ぶ。 
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3.3.2 第９回の授業での話し合い 
 教科書第 5 課課題 3「レポートの筋道を考える」(p.46)を行った。各自が考えてきたレ
ポートの「序論・本論・結論」の大枠のメモ書きを見て、それぞれが自分の文章展開につ
いて説明し、それに対して、聞き手が質問や意見を出し合った。できるだけ学部や性別が
異なる 3人ずつのグループをあらかじめ教師側で作り、話し合いを行った。これを「話し
合い②」と呼ぶ。 
 
3.3.3 第 10回の授業での話し合い 
  教科書第 6課課題 1「お互いのアウトラインを検討する」(p.50)を行った。それぞれが
書いてきたアウトラインの第 1稿について、書き手が説明し、聞き手が評価できる点や改
善点を述べる活動である。教科書に書いてある手順に従ってピア活動を行った。今回も 
できるだけ学部や性別が異なる 3人ずつのグループ（第 9回とは異なるメンバー）をあら
かじめ教師側で作り、話し合いを行った。これを「話し合い③」と呼ぶ。 
 
４．グループでの話し合いを通しての学生の気づきと変容 
 学生のコメントを表 3に示した。 
4.1 グループでの話し合いが学生にもたらしたもの 
 すべての話し合いを通して、話し合いの難しさや大変さ、自分の意見を伝える難しさ
をあげるコメントが多く見られた。「相手にどう伝えれば、自分の言いたいことが伝わ
るか」「自分ではわかっていても、相手に伝えるのは難しい」などのようなコメントが
あった。これらは、学生がよりよく相手に伝えたいという欲求を持っていることを表し
ている。 
 一方、話し合いを通して、学生は他者から意見や考えをもらう。それによって、自分
では気づけないことがらに気づくことができるという恩恵を受けていることを発見して
いる。「他人の意見を聞くと、自分が考えもしなかったコメントに気付かされるという
こと」「自分で気づけなかったことをピア（仲間）が指摘してくれたので、勉強になっ
た」「人に聞いてもらうのは新しい発見がある」「人に言ったり、伝えることで、自分
が何をしていくべきかもっとわかることができた」「他の人は自分と全く違う視点から
物事を見ている部分がある」などのコメントがあった。 
 また、話し合いを通して、学生は協同的な学習の有効な点に気づき、それを積極的に
活用しようとしている。話し合い①に「一人で考えるよりも話し合ったほうが話が進む」
「グループで活動すると新しい発見が多かった」「自分と他人の視点が違う考え方を合
わせるすばらしさ」などのコメントが見られた。初めての話し合い活動において、すで
に自分自身にとって他者から何か有益なものが得られることに気づいている。話し合い
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②、③においては、話し合い①の気づきを積極的に利用しようとするために、かえって、
難しさを感じる傾向が見られる。さらに、「反論への反駁に説得力をつけるべき」「ど
のように意見を言うか、言い方や表現方法は大事」などの次の段階への方向性が見られ
る。 
 学生は大変さを感じながらも、「グループで話し合うと、新しい見方・考え方があっ
て楽しい」とあるように、話し合い活動を楽しんでいる様子がうかがえる。 
 
4.2論証型レポート作成への影響 
 話し合い①では、他者の文章を批判的に読む活動であった。そこから、「根拠がしっか
りしていなければ、他人に（ことばとして）伝えられても信用や支持を得ることができな
い」という論証型レポートにおける根拠の必要性を認識するコメントがあった。実際、自
分が書いたアウトラインについて話し合う、話し合い②、③においては、自分のアウトラ
インの問題点について、「根拠・例示がまだ不足していること」「レポートの資料をまだ
集める必要性があること」「自分の論の脆弱性がわかった」などの気づきがあった。また、
「まだ自分のアウトラインは改善する必要がある」「自分のアウトラインに反論などを拾
うところをふやした方がいいかもしれない」という進んだ考えを持ったコメントもあった。 
さらに、「反論をつぶす（言い方が悪いですが）ことで説得力がます」「人の意見を聞い
てより明確に自分の書きたいことがわかった」のように、人の意見を取り入れ、自分のレ
ポートに反映しようとしている学生もいた。 
 
4.3その他のコメント 
話し合い①の気づきに「いつの間にか受け身になっているときがあったこと」「ずっと
受動的ではいけない」というコメントがあった。有効な話し合いと行うためには参加者一
人一人が話し合いの中で話し合いを成立させるための責任を果たす必要がある。そのこと
に対する気づきである。(注) 
話し合い③には「他の学部と接することが少ないので、今日も新鮮だった」という感想
もあった。有意義な話し合い活動を行うためには、グループは異なった興味や視点を持つ
学生で構成する必要がある。そのためには、複数の学部の混合クラスで授業を行った方が
よいと思われる。 
 
５．終わりに 
 2007 年度の授業では、話し合いを行う際の前提となっているアウトラインの作成などの
課題にきちんと取り組まない学生がおり、有意義な話し合いが行われなかったり、話し合
い活動に非協力的な態度を示す学生がいたため、話し合い自身が成立しにくい場合もあっ
た。そのため、話し合いの成果を文章表現に反映するという本授業の目的が達成されたと
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は言い難い。しかし、2008年度の受講学生は学習意欲が高く、課題にきちんと取り組み、
話し合いに進んで参加し、最終レポートを完成させることができた。 
 「文章表現演習」の最後の授業で、この授業に対する最終アンケートを行った。この
グループでの話し合いに対し、「今までこんなに本格的な話し合いはなかったので、非
常に面白かったし、仲間どうしで自分の気づけないところを指摘し合えたのがよかった」
「はじめの抵抗感はすさまじかったけど、繰り返すうちに次第に慣れていった。一人で
は気づかないこともあるので勉強になる」「みんなと仲良くなれるし、他の人の意見は
刺激的だし、人と話すことは大切だと思うので、よいと思う」など評価するコメントが
多かった。また、「他学部の人の意見が聞けるよい機会だと思います」のように、複数
の学部の混合クラスにすることに対して評価するコメントもあった。 
以上を総合すると、グループでの話し合い活動は学生の気づきを促し、第一言語の使用
を活性化し、運用能力を高めていると言える。初年次教育の段階から、グループでの話し
合いなどの協同的な活動を授業に積極的に取り入れることが重要だと言えよう。 
 本授業を通して、学生は、論文の作成、ゼミでの討論など、大学の研究教育活動で必要
な技術の基礎が体験できたと考える。さらに、より高度な技術を獲得するためには、専門
科目等との有機的な連携が必要であろう。 
 
注 
ジョンソン他(1998)は、協同学習の基本的構成要素の１つに個人の責任をあげている。そして、参加者が
グループの他の仲間の成果に「ヒッチハイク」（ただ乗り）できないと認識していることが重要だと述べ
ている。 
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表3 グループでの話し合いのコメント（文章表現演習(2008年)授業アンケートより） 
 話し合い①第4回5月12日 話し合い②第9回6月16日 話し合い③第10回6月23日 
論 
証 
型 
レ 
ポ 
｜ 
ト 
の 
作 
成 
・筆者の主張の改善策を考える必
要がある 
・同じ文章をよんでも、人により
注目する点が違う 
・グループ学習で文章の間違いに
気づくことができた 
・文章はみんなであら探しする
と、たくさん「あれ？」って思う
ところが見つかる 
・根拠がしっかりしていなけれ
ば、他人に伝えられても信用や支
持を得ることができない 
・人にみせてコメントもらって改
善することで力を伸ばす 
・自分の論の脆弱性が分かった 
・新しい展望が見えてきた 
・レポートの資料をまだ集める必
要がある 
・誰もが納得するような論拠をそ
ろえるのは難しい 
・根拠・例示がまだ不足している
こと 
・自分では分かり切っている事だ
から述べなくてもよいと思って
いても、知らない人もいるし、他
の人から見ると、内容に不足して
いる部分があったり、客観的な視
点からみることで、初めて気づく
ことも多いのだとかんじた 
・分かりやすい道筋にしないとう
まく相手に伝わらない 
・順序は主張を強める上でも大切 
・アウトラインを設けることで新
たな考えが本筋をどう関連して
いるのかを常にチェックできる 
・自分の主観的な論 
・これからの方向性 
・ピア活動はよりよいレポートを
作成するのに有効 
・まだ自分のアウトラインは改善
する必要がある 
・人の意見を聞いてより明確に自
分の書きたいことがわかった 
・自分のアウトラインに反論など
を拾うところをふやした方がい
いかもしれない 
・アウトラインは私が話したこと
より紙をよんだ方が絶対分かり
やすかったと思います 
・自分のレポートの改善的 
・どうしたら良いレポートになる
のか 
・（自由記述欄：今日のピア活動
は為になった！他人のレポート
の良い部分はどんどん盗んでい
こうと思う） 
・アウトラインをよりよくする意
見をもらったので、その点を考え
直す 
・ピアのアウトラインの良い点を
参考にする 
・自分のアウトラインの未熟さ 
・反論をつぶす（いい方わるいで
すが）ことで説得力がます 
 
 
 
 
 
 
 
グ
ル 
｜ 
プ
で
の
話
し
合
い
活
動 
 
 
 
 
難
し
さ
／
大
変
さ 
・他人の論文の検討の難しさ 
・自分の知識を他人に伝える難し
さ 
・自分の意見をうまく人に伝える
ことはむずかしい 
・改善すべき点を見つけた後、ど
の様な言葉でその改善すべき点
のかわりに使えるのか考えるの
は難しいと思いました 
・話し合いをするとき、相手にど
う話せば、すっぱり自分の言いた
い事が伝わるか、難しかったです 
・話し合いの難しさ 
・自分の考えを分かりやすく伝え
るのは大変 
・自分では分かっていても相手に
伝えるのは難しい 
・予想される反駁について考える
難しさ 
・人に伝えるのは難しい 
・人の言っていることを説明し直
すのも大変 
・まとめて話すことの難しさ 
・話を聞きながら評価を考える難
しさ 
・わかりやすく話すことは難しい 
・自分で考えたことをうまく説明
することは難しい 
・口頭で説明するのは難しい 
・ピア活動のむずかしさ 
・話し合いの難しさ 
・伝えることのむずかしさ 
・説明するのは難しい 
新
し
い
見
方
考
え
方 
・他人の意見を聞くと、自分が考
えもしなかったコトに気付かさ
れるということ 
・ピア活動は自分の成長につなが
るということ 
・ピア活動は大切だということ 
・自分と他人の視点が違う考え方
を合わせるすばらしさ 
・自分では気づけなかったことを
ピアが指摘してくれたので、勉強
になった 
・自分だけよりみんなで考えた方
がよい 
・人に聞いてもらうのは新しい発
見がある 
・他人のみちすじをきくと、非常
・自分で気づけないこともピアが
気づいてくれるので、とても効果
的 
・他の人は自分と全く違う視点か
ら物事を見ている部分がある 
・人の意見を聞く大切さ 
・人に言ったり、伝えることで、
自分が何をしていくべきかもっ
「文章表現演習」における日本人学生の変容 （佐藤・木原） 
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し
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活
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新
し
い
見
方
／
考
え
方 
・他の人々の意見を聞くことは発
見が多くある 
・筆者の主張に疑問を持つところ
が他人と一致した 
・ピアはなかなか楽しい 
・グループのディスカッション
で、みんなの意見をまとめたり、
深く話し合うことは意外と難し
い 
・グループで話し合うと、新しい
見方・考え方があって楽しい 
・人の文章を評価するのは初めて
で、どうすればよい文になるか考
えるのは難しいけれど、おもしろ
かった 
・グループ学習をすることで他に
も色々わからない部分がわかっ
た 
・人にながされて、よく考えず賛
成することがあり、考え直してみ
るといけんが変わる 
・友だちの意見で初めて気づくも
のもあった 
・一人で考えるよりも話し合った
ほうが話が進む 
・他人から吸収することの大切さ 
に参考になった 
・コメントをもらうことは重要だ 
・自分だけでは気づかない内容が
ある 
・意見交換の大切さ 
・口に出すと、変なところに気づ
く 
・自分が考えていなかった反論に
気づけた 
・グループで活動すると新しい発
見が多かった 
・話し合うことで色々なことに気
づけること 
・相手に伝えることで新たな発見
があった 
・みんなに意見を聞くと、見えな
かったことが見えてくる 
・自分の考えを表現するのは大変 
・人に意見をもらうと気づくこと
がある 
・話していくうちに新たな考えが
うまれる 
とわかることができた 
・他の人の意見をきくと、自分の
意見の穴が見えてくる 
・ピアからの改善点の指摘が適切
だ 
・自分では気づかない改善点があ
る 
・ピアによって、自分では思いつ
かないアイデアが出てくること 
・反論への反駁に説得力をつける
べき 
・相手の話の着眼点が面白い 
・どのように意見を言うか、言い
方や表現方法は大事 
・自分の内容を説明するときはき
ちんと自分で考えがまとまって
ないとわかりやすく伝えられな
い 
・目を見て話すのが大切 
・あいづちに励まされました 
・ピア活動のおもしろさ 
・ピア活動の楽しさ 
・ディスカッションの大切さ 
・反駁をしっかり考えないといけ
ない 
・相手をほめた後にアドヴァイス
をする方がお互い気持ちいいと
いうこと 
・伝えたいことほど伝わらないも
のなんだ 
・意見をもらうことの大切さ 
・新たな発見が得られる 
そ 
の 
他 
の 
コ 
メ 
ン 
ト 
・「え？」と疑問を持ったことに
ついての理由をグループ内に伝
えること 
・いつの間にか受け身になってい
るときがあったこと 
・語尾の大切さ 
・初対面の人とはなすことがあま
り上手くない 
・「本当？」と思いながら読むと
文章全部「本当？」と思えてくる 
・文章はただ読むのではなく疑っ
てみることが大切である 
・ずっと受動的ではいけない 
・同じ文章よんでも、その捉え方
は人それぞれである。 
・他人の論のおもしろさ 
・周りの人達は自分よりもしっか
りやっている 
・アウトラインでも意外とテーマ
が伝わること 
・結論のありなしでアウトライン
の主張の強さが大きく変わるこ
と 
・情報をしぼりすぎないよう調節
することが難しいこと 
・ピアの意見をうまく反映できる
か心配 
・他の人はちゃんとアウトライン
をかいていた 
・他の学部と接することが少ない
ので、今日も新鮮だった 
・みんなとてもくわしいアウトラ
インをつくっていた 
・発表することは大変であること 
話の流れは大切 
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